
第３章 トルコ共和国、ヨルダン・ハシェミット王国班報告

Ⅰ．派遣団の構成・調査日程

第１ 派遣団の構成

○期間

平成20年２月12日（火）～平成20年２月20日（水）〔８泊９日 内、機中１泊〕

○派遣団の構成

団長 参議院議員 加 藤 敏 幸 （民主）

同 米 長 晴 信 （民主）

同 鶴 保 庸 介 （自民）

同 仁 比 聡 平 （共産）

同行 行政監視委員会調査室次席調査員 佐 藤 研 資

財政金融委員会調査室調査員 金 子 隆 昭

議事部議案課課長補佐 佐 伯 道 子
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第２ 調査日程

日程 午前 午後 宿泊
１日目
2月12日
（火）

【移動】
成田発（14:25)→

【移動】
→イスタンブール着（20:10)

イスタン
ブール

２日目
2月13日
（水）

【案件視察等】
・イスタンブール長大橋耐震強
化計画（有）
・ボアジチ大学に対する日本語
学習機材（文無）、学生との意
見交換

【案件視察等】
・ボアジチ大学における有識者
との意見交換
・ボスポラス海峡横断地下鉄整
備計画（有）
・在イスタンブール総領事館か
ら説明聴取

イスタン
ブール

【案件視察等】

３日目
2月14日
（木）

【移動】
イスタンブール発（9:00）→ア
ンカラ着（10:05）
・在トルコ大使館等から説明聴
取

・土日基金文化センターに対す
る視聴覚及びＬＬ機材（文無）
・ギョルバシュ成人知的障害者
のための訓練・リハビリ施設
（草の根）
・シニア海外ボランティア等と

アンカラ

の意見交換

【案件視察等】
・カマン・カレホユック考古学

４日目
2月15日
（金）

【移動】
アンカラ→カマン

博物館建設計画（文無）
【移動】
カマン→アンカラ
アンカラ発(18:00)→イスタン
ブール着(19:05)

イスタン
ブール

【移動】
５日目 イスタンブール発(14:40)→ア
2月16日 ンマン着(16:50) アンマン
（土） ・在ヨルダン大使館等から説明

聴取
【案件視察等】

６日目
2月17日
（日）

【案件視察等】
・南部女性の健康とエンパワメ
ントの統合プロジェクト（技）

・死海展望台コンプレックス及
び死海周遊道路（有）
・キング・フセイン橋（無）
・青年海外協力隊員等との意見

アンマン

交換
【案件視察等】

７日目 【案件視察等】 ・パレスチナ難民女性職業訓練
2月18日 ・第二次アンマン都市圏上水道 センター改善計画（技） アンマン
（月） 施設改善計画（無） ・ヨルダン大学語学センターに

対する語学機材（文無）
８日目
2月19日
（火）

【移動】
アンマン発（11:10）→イスタ
ンブール着（13:35）

【移動】
イスタンブール発（18:00）→

機中泊

９日目
2月20日
（水）

【移動】
→成田着（12:25）

（注）（有）は円借款事業、（無）は一般プロジェクト無償、
（草の根）は草の根・人間の安全保障無償、（文無）は文化無償、
（技）は技術協力プロジェクトの案件をそれぞれ示す。
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ヨルダン・ハシェミット王国 調査対象案件

キング・フセイン橋（無）

第二次アンマン都市圏上水道施設改善計画（無）

パレスチナ難民女性職業訓練センター改善計画（技）

ヨルダン大学語学センターに対する語学機材（文無）

死海展望台コンプレックス・死海周遊道路（有）

南部女性の健康とエンパワメントの統合プロジェクト（技）
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